
 ご家族の皆様、まだまだ暑い日が続いていますが、いかがお過ごしでしょうか。 

新型コロナウイルスの影響で、面会を一時中止させて頂いた時期もありましたが、

現在では皆様のご協力もあって面会を再開しております。皆様の、ご理解・ご協力

ありがとうございます。 

職員は、毎週の PCR 検査に加えて自宅での検温、職場での消毒、検温、手洗い

うがいを徹底して業務にあたっております。 

今後もしっかりと感染対策を行ってまいりますので、 

ご安心ください。 
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みなさま、初めまして。6 月 28 日付で同愛記念ホームの施設長となりました工藤と申します。 

私は、これまで永きに亘って様々な障害のある方々の自立訓練や就労支援、そして障害保健福祉行政に

携わってきました。これからは、高齢者の皆様のご支援が私の使命となりますが、これまで同様に福祉の

現場で働けますことを大変うれしく思っております。 

私自身は生まれも育ちも北海道ですが、学生時代はここ墨田区に住んでいました。古びた下宿屋のお向

かいは錦糸公園と精工舎でした。こうしてまた墨田区で働けますことに不思議なご縁を感じております。 

この 3 年間は、新型コロナ禍にて、当ホームも皆様とともに大変厳しい状況を乗り越えてきました。特

に、新型コロナが 5 類となってからは世の中の警戒意識が薄れつつあり、ますますホームでの安全管理が

難しくなっています。第９波のピークを迎えた 8 月下旬にはクラスターが発生し、面会制限等で利用者を

始めご家族の皆様には大変なご心配とご不便をおかけし、本当に申し訳ございませんでした。 

今回の「ほほえみ」の再刊を機に、ご家族や関係者の皆様とともに、施設機能の平常化をいっそう推進

しながら確かな歩みを進めて参りたいと思います。皆様におかれましては、ますますのご支援・ご協力を

賜りますよう、なにとぞよろしくお願い申し上げます。 

                                    施設長  工藤 裕司 
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 新型コロナウイルスも 5 類となり、徐々に日常生活が戻ってきたところで、ホームでクラスターとなり

ご心配をお掛け致しました。また、感染防止対応中は面会の中止など、ご協力いただきありがとうござい

ました。 

 今後は、ご利用者の皆様にもホームで楽しく過ごしていただけるよう、感染対策を十分に行い近隣の散

歩や様々な行事なども再開していきたいと思っております。 

 ホームやケアに対するご希望・ご要望がございましたら、遠慮なくお申し出いただき、ご家族の皆様に

安心してご利用していただけるよう改善して参りたいと思います。 

 今後ともどうぞよろしくお願いいたします。  

                                  特養マネージャー 松本 
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秋の行事

季節のお食事

９月

• 吹き寄せ御飯

• 敬老の日特別御膳

１０月

• 秋の味覚栗ご飯

• カツオのたたき御膳

１１月
• 「さぼてん」とんかつ御膳【予定】

９月
• 敬老祭

１０月
• ミニ運動会

１１月
• 文化祭
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※新型コロナウイルスの影響で一部の行事のみ開催しております。 
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散 歩

ホームパーティー 

 

感染防止対策を行いながら、各フロア４か月に１回程度ホームパーティーを開催し

ています。 

たこ焼き、スムージー、餃子、苺大福、かき氷など様々なバリエーションで企画して

おり、皆様からご好評を頂いております。 

今後も皆様に楽しんで頂けるよう、継続させていただきます。 

 

【利用者様コメント】 

・おいしいし、たこ焼き作の楽しいねえ。（ご利用者 A 様） 

・また食べたい！（ご利用者 B 様） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

ホーム内では体を動かすには手狭なため、各フロアで散歩の時間を設けています。 

利用者様には帽子をかぶって頂き、天気のよい日に横網公園まで職員とともにお散歩 

をしています。 

みなさまから「気持ちがいいね」「久しぶりのお外だわ」というお声を頂いております。 

お戻りになった際には水分補給をしっかりして頂き、熱中症予防に努めております。 

 



ご 連 絡
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ショートステイのご紹介

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・インフルエンザの接種票がご自宅に届き次第、開封後必ずご記入の上、相談室

までお持ちください。 

・９月下旬以降に新型コロナウイルス対応ワクチンの接種を予定しております。

予診票がご自宅に届き次第、開封後必ずご記入の上、相談室までお持ちくださ

い。 

（お持ちいただけない場合には接種出来ませんのでご了承ください。） 

またホームに住所変更されている方はお手数ですが、来所の上ご記入をお願い

致します。 

・定期的にレターケースをご確認いただけますと幸いです。 

ショートステイ相談員 

森永 

4 ベッドの多床室（女性部屋）が１室、2 ベッドの多床室が１室、個室が 3 室、計

9 床がショートステイでご利用いただけます。 

ご家族の休息や、ご用事などの目的でご利用いただけます。 

月に 1 度の行事食や、機械浴での入浴も行っています。 

 

皆様に安心してご利用いただけるよう、サービスの充実を図ってまいります。 

 



デイサービスのご紹介
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デイサービス相談員 

寺家 

皆さんこんにちは。同愛デイサービスです。 

同愛デイサービスは、大きなお風呂と美味しい食事が楽しめます。 

また、運動レクリエーションにも力を入れており、ボッチャは皆さんお上手です。 

日々楽しめるレクリエーションもご用意しております。 

 

ボランティア募集 
【内容】 ・シーツ交換    毎週水曜日 10：00～ 

・ホーム喫茶    毎月第 2・4土曜日 13：00～15：00 

・お散歩      毎週土曜日（雨天傾聴） 10：00～11：00 

・傾聴        

・洗濯たたみ     

・書道 

【日時】 上記記載 

【場所】 施設内 各フロア 

【申込】 03-3625-8356 （同愛記念ホーム相談室） 

☆感染防止対策を実施中です。ご協力お願いいたします。 

     初めての方も安心してお問い合わせ頂ければ幸いです。 

☆ご都合のつく日のみの活動も可能です 



特別養護老人ホームのご紹介
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編集後記

 

  

社会福祉法人 同愛記念病院財団  同愛記念ホーム 

○特別養護老人ホーム(介護老人福祉施設) 

○ショートステイ(短期入所生活介護兼介護予防事業所) 

○デイサービス(通所介護兼介護予防事業所)  

○同愛記念指定居宅介護支援事業所 

○同愛高齢者支援総合センター 

○同愛高齢者みまもり相談室 

【所在地】〒130-8587 墨田区横網 2 丁目 1 番 11 号 

(代 表)℡０３-３６２５-６３９１ 

(相談員室)℡０３-３６２５-８３５６ 

(居宅介護) ℡０３-５８１９-８２１１ 

【所在地】  〒130-0014 墨田区亀沢 2-23-7 塚越ビル１階 

(支援ｾﾝﾀｰ)℡０３-３６２４-６５４１ 

(みまもり)  ℡０３-３６２５-６４２１ 

特別養護老人ホームは 3～6 階まであり、定員 100 名の施設です。 

今回ご紹介する 3 階フロアは、男性 8 名、女性 8 名、計 16 名のユニットです。 

ユニットの取組で横網公園へ散歩に行かれた際は、久しぶりに外気を浴びて、 

皆さんたいへん喜ばれておりました。フロアレクリエーションでは、お茶会・飲み会（お酒）・

ゲームなど行っております。 

職員一同、利用者様といっしょに明るく元気に前向きに励んでおります。       

フロアリーダー 和田 

はじめまして、「ほほえみ」の編集を担当させていただく特別養護老人ホーム生活相談員の渡邉です。 

6 月 28 日に工藤新施設長（本誌ｐ.1）をお迎えし、また新たに介護・看護・相談室職員も増え、より

一層ホームの活気が増していると感じております。 

面会も再開し、ご利用者様・ご家族様の笑顔が増えていることを実感している今日この頃です。 

季刊誌「ほほえみ」を通して日々のご様子をお届けできるよう努めて参りますので、どうぞよろしく

お願い申し上げます。 

            特養生活相談員 渡邉 



 

 

 

 

・・・100th Anniversary 1924-2024 設立 100 年記念・・・ 

地域の福祉・医療への更なる貢献 

 

今年は、大正 12 年 9 月 1 日に発生した関東大震災から 100 年目の節目の年となります。 

震災後、米国赤十字社を通じて米国民から寄せられた義捐金をもとに、 

翌年、同愛記念病院財団が設立されました。 

このときの米国民からの深厚な同情と友愛を永久に記念するため、 

財団名には「同愛記念」という名称がつけられました。 

令和 6 年 4 月に、設立 100 年を記念して「同愛記念病院財団 100 年記念式典」が 

開催される予定です。 

 


